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  国家公務員倫理法（平成１１年法律第１２９号）第９条第２項に規定する贈与等報告書の閲覧

は、国家公務員倫理法及び国家公務員倫理規程（平成１２年政令第１０１号）に規定するものの

ほか、以下により行うこととする。 

 

（閲覧手続） 

１  贈与等報告書（以下「報告書」という。）の閲覧請求及び閲覧は、原則インターネッ 

トを利用して行うものとする。 

 

（閲覧請求） 

２  閲覧者は、贈与等報告書閲覧者記録簿（別紙様式）（以下「記録簿」という。）に閲覧希望

年月日、氏名、住所、電話番号、メールアドレス及び閲覧を希望する報告書の対象期間を入力

し、指定するメールアドレス宛に記録簿を添付の上、件名を「贈与等報告書の閲覧について」

と記載し、総務課総務係宛に閲覧請求を行うものとする。 

 

（閲覧方法） 

３  報告書は、PDF 形式ファイルを利用して閲覧に供するものとする。 

 

（インターネットを利用した閲覧手続に係る留意事項） 

４  閲覧者は以下の点に留意するものとする。 

（１）インターネットを利用した閲覧手続は、連絡可能な電話番号及びメールアドレスを持

ち、PDF 形式のファイルの受信ができることを前提とする。 
（２）閲覧請求の内容に不備が確認された場合は、入力された連絡先に照会を行った上で閲

覧に供する。 
    （３）閲覧情報の目的外利用（事実誤認をさせるような不当な編集・加工・流用・第三者提 

供、改ざん等）をしてはならない。 
 

（その他） 

５  インターネットを利用した閲覧手続により難い場合は、以下の手続により閲覧に供する。 

 （閲覧場所） 

（１）報告書の閲覧場所は、国立公文書館 東京本館 （東京都千代田区北の丸公園３番２ 

号）とする。 

 

 （閲覧日及び閲覧時間） 

（２）報告書の閲覧日及び閲覧時間は、月曜日から金曜日まで（独立行政法人国立公文書 

館就業規則第３９条に規定する休日を除く。）の午前１０時から午後５時まで（ただ 



し、正午から午後１時までを除く。）とし、受付締切時間を午後４時３０分とする。 

 

 （報告書の持出し禁止） 

（３）報告書は、閲覧場所以外に持ち出してはならない。 

 

 （報告書の取扱い上の注意） 

（４）報告書は丁重に扱い、破損、汚損又は加筆等の行為をしてはならない。 

       また、報告書のコピー及び写真撮影を行ってはならない。ただし、メモをとることは 

差し支えない。 

 

 （閲覧手続・方法） 

（５）閲覧者は、記録簿に氏名、住所、電話番号、メールアドレス及び閲覧を希望する報 

告書の対象期間を記入し、総務課総務係から報告書を受け取って閲覧を行い、閲覧終

了後は、速やかに返却するものとする。 

 

 （違反時の閲覧中止） 

（６）館長は、この定めに違反する者に対し、閲覧を中止させ、又は閲覧を禁止すること 

ができる。 

 

 （その他の遵守事項） 

（７）上記に定めるもののほか、閲覧者は、独立行政法人国立公文書館庁舎管理規則（平 

成１３年規程第１８号）に定める事項を遵守しなければならない。 

 

 （施行日） 

（８）この定めは、平成１３年６月１日から施行する。 

 

附 則 

この定めは、令和６年４月１日から施行する。 

 



別紙様式 
 

独立行政法人国立公文書館 贈与等報告書閲覧者記録簿 
 

 
閲覧希望年月日 

閲覧者情報 閲覧を希望する贈与等報告書の
対象期間 

氏名 住所 電話番号 メールアドレス 

令和 年 月 日     令和〇年度 第〇四半期分から 
令和〇年度 第〇四半期分まで 

 


